
＋
５

ｄ

Ｄ

Ｌ

Ｌ

＋
５

ｄ

ＣＬ

柱幅

２０ｄ

ＣＬ

ＣＬ

＋５ｄ

１５ｄ

Ｌ

＋５ｄ

Ｌ フック付

１５ｄ

大梁

小梁の定着

片持梁の定着ｃ

ｂ

ａ

１５ｄ

Ｌ
２

２

２ ２
Ｌ

２

２ｏ

Ｌ２

Ｌ２ ２

最　上　階

一　般　階

Ｌ
※
２

１
５

０
以

上

折曲げ起点は中心線をこえる

つりあげ筋
（梁主筋を折り曲げるとき）

２０ｄ

Ｌ２
１５ｄ

２０ｄ

２５ｄ ｏ／４ｏ／６

連続端ｏ

Ｂ

最終端

／２
１ ／２

１

下向きでもよい
斜めでもよい

斜めでもよい

平　面 正　面

正

ｏ／４

２ Ｌ１

先端 端部

ｏ

２５ｄ

平　面

Ｌ２

鉄筋か、又は、同サイズを２本巻きとする

つり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い印は幅止め筋

つり上げ筋

しい位置

Ｄ Ｄ

ｏ／３

ｏ／４

ｏ／４ｏ／４

ｏ／４

ａ ｃｂ ｄ

１
８

０
°

曲
げ

ｅ

６
ｄ

８
ｄ

８
ｄ

６
ｄ ６

ｄ

６
ｄ

幅止め筋

腹　筋

Ｄ１０（９φ）＠１０００以内で割り付ける

６００　≦　Ｄ　＜　９００　　　　　２－Ｄ１０（９φ）　１段

Ｄ＜６００不要

１２００　≦　Ｄ　　　　　　　　　　Ｄ１０（９φ）＠３００以内

９００　≦　Ｄ　＜　１２００　　　　４－Ｄ１０（９φ）　２段 Ｄ

４
ｄ

幅止め筋

６
ｄ

片持床スラブａ

２５ｄ

７５～１００ ６０

標準継手位置

長　辺　方　向

短辺・長辺方向下端筋 Ａ Ｃ

Ｂ

短　辺　方　向

上端筋

Ｂ

継手位置は原則として下表による。

Ｌ２

Ｌ２
肩筋Ｄ１３以上

１５ｄ

１５ｄ

１０ｄかつ１５０以上

１
０

ｄ
以

上

ＣＡ

ＣＣ Ａ

Ｂ Ａ

ｘ／４

一般床スラブｂ

ｘ／４

ｘ

※

Ｌ
１

周囲補強筋

斜め補強筋

Ｌ
１

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ
１

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｌ
２

１

孔と孔のへりあき１００以上

１５０＜Ｄ≦２００

２００＜Ｄ≦３００

　Ｄ≦１５０

周　囲 斜　め

各２－Ｄ１６

各２－Ｄ１３

各１－Ｄ１３

各２－Ｄ１９

各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１３

端部
端部

以
下

Ｄ
以

下
Ｄ

Ｌ１

２Ｄ
Ｌ１

Ｄ１３

２Ｄ

Ｄ
Ｄ

Ｄ
Ｄ

５００ ５００

５００５００

Ｄ１６

Ｈ

Ｄ
≦

Ｈ
≦

２
Ｄ

２Ｄ

２Ｄ

Ｈ

Ｄ
≦

Ｈ
≦

２
Ｄ

Ｌ１

Ｌ１

中央 中央

間仕切壁との交叉部ｂ

軽作業の土間ａ

Ｄ１３

Ｄ

３００ ５０

Ｄ

２－Ｄ１６

１２００×６００以下

Ｄ１３－２００＠ダブル

２－Ｄ１６

２５０

２
０

０

Ｌ１

Ｌ
１Ｄ１０－１５０＠

１

ａ 梁に 柱に

かつ柱中心線を超える

スラブに上端筋がない場合

１５０程度

Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１３

２－Ｄ１３２－Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

は壁配筋と同じ

横筋の配置は上下端とも

Ｌ
２

ａ

か
つ

中
心

線
Ｌ

２ を
超

え
る

Ｌ
２

ｂ

縦筋は、柱面に

（平面図）

１
５

０
程

度

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ２

Ｌ２
床にｃ （非耐力壁とスラブが取り合う場合）

１０００

イ

受筋Ｄ１０

受筋Ｄ１０

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２

Ｌ２

Ｌ
２

スラブに上端筋がある場合

完全スッリト

部分スッリト

２５０

ｔ

Ｄ
（

柱
幅

）

Ｗ

２５０

ｔ
ｔは階高の１／１００程度 ｔは階高の１／１００程度

２５０
２５０

Ｄ１０＠４００程度
Ｄ１０＠４００程度

Ｗ
ｔ Ｗ
ｔ

手摺

Ｈ

Ｄ１０＠２００

Ｄ１３

Ｄ１０＠２００ダブル

Ｄ１０＠２００ダブル

パラペット

Ｄ１３

１２０以上

Ｌ２

１
０

０
以

下
Ｈ

Ｌ
１

Ｌ
２

Ｌ
２

１５０以上

１
０

０
以

下

設計図による）

（但し、Ｈ＞８００以上の場合、

Ｄ１０＠４００

Ｄ１０＠６００

ｔ

Ｄ１３

ｈ
ｈ

ｏ

Ｄ１０＠４００

ｔ

Ｄ１０

Ｄ１３

Ｄ１０＠４００

Ｄ１０＠６００

一般の場合 下部防水立上りのある場合

ｈ
ｏ

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ２

Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２

Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ
１

注）　　ｈｏ≦２５ｔかつ３５００以下とする。但し直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く

注）　　継手部は必ずモルタルをてん充すること

注）　　ｈはコンクリ－トブロック段数調節寸法とする。但し、２００≦ｈ≦４００

ａ

ａ

※

※

ａ

Ｂ

ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。

印は補強筋 ※柱と同径、同ピッチとする。

３
０

０

３００ ３００

３－Ｄ１６

Ａ＜５００

４－Ｄ１６

５００≦Ａ
　　＜１０００

６－Ｄ１６

１０００≦Ａ
　　＜１５００

ａ及びａ≦２００

巾止メ筋

ａ

補強筋

あばら補強筋

Ｄ１０

補強筋

ａ

補助筋

補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１６

以上）とする。

腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋と合せる。

Ｄ≧４００の場合は補強筋を３本とする。

ａは１００～２００程度。

ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。

Ｄ

３
０

０
Ｄ

ｏ／４

ｏ／４ ｏ／４

ｏ

Ｄ
／

３

望ましい範囲

貫通孔が連続して間隔等が取れない

場合は設計者又は工事監理者と打合

せのこと。

１ ２梁端部（スパン　／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける

φφ

※

２
５

０
以

上

２φ

※

２
５

０
以

上

Ｌ

Ｄφ

２

Ｌ
２

Ｌ
２

２φ

補強筋でＤ１３はＤ１６又は、

梁幅が４００を超える場合は

φ＞２５０

※部分について計算で

孔補強の有効範囲と

リング型 パイプ型 金網型 プレ－ト型

５０

Ｄ１３

≧Ｌ１

≧Ｌ１

≧Ｌ１

≧
Ｌ
１

≧
Ｌ
１

５０

Ｌ
１

柱幅が大きい場合

あばら筋を入れる

注）設備の小開口が連続してあく場合

は縦、横、斜補強筋とは別に開口

によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

シングル配筋 ダブル配筋

スリット部分の鉄筋の被り厚

最小被り厚さ以上とする。

あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチと

する。

梁下端増打コンクリ－トの場合も上端増

打コンクリ－ト補強と同様とする。

各々読みかえる

２－Ｄ１３は３－Ｄ１３と、
定着長さのとり方

　確認された場合は右

　記の位置、寸法によ

　らなくて良い。

梁、又は床面に一段目を

配置する。
一本目を配置する。

ことを原則とする

　　Ｌ　を示す

注、点線は下端筋の曲上げ定着

※柱幅が大きくて、直線部だけでＬ ２

がとれる場合でも柱中心線をこえ

　て中間折曲げテ－ル長１５０以上

　又は１８０°フック付とする

補強あばら筋は小梁主筋側

に必ず入れること。

（イ）原則として　　のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で　　、ａ

ｂａ

ｂｃ

ｙ

※の個所（入隅）は各階補強する

ａ

ｂ

補強筋は各３－Ｄ１３又はスラブ主筋の同一径

で　＝１，５００とし、上端筋の下に配筋する

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ
２

Ｗ≦Ｄ／６，Ｗｔ／２

かつ７㎝

及び工事監理者と打合せのこと

増打するときは事前に設計者、

ハッチ部分の面積Ａ㎝

１５０＜φ≦２５０

斜　筋　　４－（２－Ｄ１３）

縦　筋　　ＳＴ　２－Ｄ１３－１００＠

横　筋　　２－（２－Ｄ１３）

縦筋　　ＳＴ　２－Ｄ１３

１００＜φ≦１５０

折　筋　２－（２－Ｄ１３）

縦　筋　ＳＴ　２－Ｄ１３－１００＠

横　筋　２－（２－Ｄ１３）

縦　筋　ＳＴ　２－Ｄ１３

折　筋　２－（２－Ｄ１３）

８０≦φ≦１００

増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する

将来増築予定のコンクリ－ト増打ち部分は、

Ｄ

は継手の好ま

４
ｄ

Ｃ

１０００

Ｄ１３

補強タテ筋

３００

あばら補強筋

上

下

柱
柱

１０．柱、梁増打コンクリ－ト補強

第１あばら筋は柱面より配筋する

ｘ
／

４
ｘ

／
４

（φ　＋φ　）×３／２以上

床版厚さＤ

Ｄ１０－＠２００

折曲　Ｄ１０－＠２００

Ｌ＝鉄筋コンクリ－ト構造配筋

標準図（１）の２－（３）による。

面

ｂ

を開口をさけて補強する。

無筋部分Ｄ１０－＠２００　　長さ８００以上

設計配筋間隔の１／２ピッチ　　長さ２Ｌ　以上

壁と壁（平面図）ｄ

Ｂ Ｂ

φ２φ１

φ

５０

４
ｄ

腹筋

片
持

梁
筋

折
り

下
げ

バ－サポ－ト

Ｄ１３

Ｄ１６

Ｄ１３

Ｄ１０－＠１５０

Ｄ１６

６００

イ

イ

Ｄ１３

シーリング材使用
シーリング材使用

Ｄ１３ Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

θ＝４５゜

ｏ

４
ｄ

Ａ

Ｌ
１

Ｌ１

４５゜

５
０

５
０

７．大梁、小梁、片持梁

（１）定着

（２）大梁主筋の継手

（３）あばら筋、腹筋、幅止めの配置

（４）あばら筋の型

（５）幅止め筋の本数、加工

（注、床版がない場合は１３５°以上のフックとする）

８．床　版

（１）定着および継手

（２）屋根スラブの補強

（３）片持スラブ出隅部補強

（４）床版開口部の補強（開口の径５００程度の場合）

（５）床版段差

（６）土間コンクリ－ト

（７）釜場

（８）打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）

９．壁

（１）定着

（２）スリット部（設計図に記入があるとき）

（３）手摺、パラペット

（４）コンクリ－トブロック帳壁

（１）柱

（２）梁

１１．梁貫通孔補強

（１）設置可能範囲

（２）鉄筋標準配筋

（３）既製品（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

但しφ≦Ｄ／３とする

１２．増築予定

（１）柱、梁 （２）地中梁 （３）床版、壁

（
つ

な
ぎ

部
の

中
間

に
上

端
筋

は

Ｄ
１

３
、

下
端

筋
は

Ｄ
１

０
を

設

け
る

）
出

隅
部

分
の

補
強

筋

（出隅受け部配筋）

１

　
／

２
１

　／２１

２ ※出隅受け部補強筋は、

補強筋として出隅部の

同本数をハッチ部分に

配置する。

それぞれの方向に出隅

出隅部

注 とする。１≧ ２

出隅受け部

２

出隅部分の補強筋

注 とする。１≧ ２

３

Ｌ
１

　
／

２
１

Ｌ

Ｌ１　／２１

３Ｌ
一般床版配力筋

出
隅

部
分

の
補

強
筋

１
補強筋の定着

（出隅部分補強配筋）

注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。

両側床版付（Ｔ型）梁で　　 又は　　 とすることができる。

（ロ）フックの位置は　　 にあっては交互、　  にあってはスラブ側とする。

２Ｌ

さは２－（４）被り厚さの表、

２

図面番号〒２５９－１３０５　秦野市堀川１３－２

ＴＥＬ　０４６３－８８－３００７

１級建築士事務所

（株）岩田幸司設計事務所

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）

Ｓ-０３
活動棟　鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）

平成１７年度秦野市くずは青少年野外センター再整備事業活動棟建築工事


